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1 はじめに
Twitterなどの SNSによって，ユーザ自身を中心と

したソーシャルネットワークを簡単に広げることが可
能となった．一方，ネットワークの拡大につれ，ユー
ザには大量の情報が届き，情報の閲覧を行う負担が増
加するという問題がある．よって，大量の情報の中か
ら，ユーザにとって重要な情報を取捨選択してユーザ
に提示する必要がある．
本研究の目的は，重要な Tweetを作業中のユーザに

提示することにある．本研究では，Tweetの重要度が，
“ユーザの作業時におけるコンテキスト（以下，コン
テキストとする）”により変化する点に着目した．本
稿では，コンテキストに依存する Tweetの重要度算出
手法を示し，さらに重要度に基づく Twitterクライア
ントについて説明する．ここでは，重要度を算出する
ために，Twitter上のアカウントをノードとして，fol-

low/followerの関係をエッジとしたグラフを用いる (以
下，follow/followerネットワーク)．これは “follow/fol-

lowerネットワークを ReTweetを用い伝播した Tweet

は，その伝播経路によって重要さが推定できる”とい
う仮説に基づいている．

2 コンテキストを考慮したTweetの重要度
ユーザにとっての Tweetの “重要度”は，コンテキ

ストによって，変化すると推測される．その変化に対
応するため，本システムではユーザのコンテキストの
入力を求める．この入力されたコンテキストを “作業
状態”とする．そして，作業状態に応じた Tweetの重
要度を算出する．これをコンテキストを利用した重要
度算出と呼ぶ．
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図 1: follow/followerネットワークの経路

2.1 経路と経路の重要度
“重要度”の算出には，コンテキストの他に，follow

/ followerネットワークを用いる．あるコンテキストに
おける follow/followerネットワーク上の経路で，重要
な Tweetが伝播すると推定された際，その特定の経路
に “経路の重要度”という値を推定する．そして本稿で
は，推定された “経路の重要度”をそのコンテキストに
おける Tweetの “重要度”とみなす．
図 1 は，follow/follower ネットワークを模式的に

表したものである．簡単のため，アカウントは A，
B,C,D,E,F,G,Hの 9個とユーザ，また，それぞれが相
互 followの関係とする．アカウント Eが実線と破線で
表される経路で伝播したTweetをそれぞれ投稿したと
する．そして，実線で表された経路で伝播した Tweet

のみ，ユーザにとって重要度の高い Tweetであったと
する．このとき，Tweet を投稿したアカウント E で
はなく，“重要な Tweetは，グラフ上の特定の経路を
ReTweetによって伝播する”という仮説のもと，ネッ
トワークを推定し，その経路に重要度をつける．また，
この際，図 1の右下の経路が推定されるネットワーク
とその経路である．
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2.2 follow/followerネットワーク
本システムで監視の対象とするネットワークは，ユー

ザが followしているアカウント (1次アカウント)およ
び，1次アカウントが followしているアカウント（2次
アカウント）までとした．ネットワークの監視範囲は，
ネットワークのノード数の問題から決定した．
ネットワークの監視範囲を決定するために予備実験

として，自身の Twitterアカウント（1次アカウント
数:206）に対して，follow/followerネットワークを作
成した．予備実験の結果，ネットワークの全体のノー
ド数は 132,622ノード存在した．TwitterAPI1.1では，
一定時間内に使用できる実行回数が時間ごと制限され
ており，そのため 2次アカウントが followするアカウ
ントを監視を行得ないと判断した．

2.3 重要度の算出方法
各作業状態における，Tweetの重要度は異なる．こ

こでは，初期における重要度とそれを更新する方法に
ついて述べる．
はじめに，本システムにおいて，“重要度” の高

いデータのサンプルデータとして，ユーザ自身が
ReTweetを行ったデータを利用する．TwitterAPI1.1

の GET statuses/user timeline を用い，ユーザが
ReTweetを行った Tweetを取得する．各 Tweetに対
し，ユーザの他にReTweetを行ったアカウントを探索
し，投稿時間より，Tweetが伝播した経路を推定する．
次に，経路の重要度 value(li)を求める．推定した経路
liの集合を Lとし，多重集合を L′とする．また，liと
等しい経路 l′j の L′における重複度を p(li)とする．そ
して，式 1を用い，経路の重要度を算出する．

value(li) =
p(li)

|L′|
(1)

次に更新の方法を述べる．ユーザがReTweetを行う
たびに，現在選択してる作業状態に対し，逐次，式 1

を用いて更新する．

2.4 Tweetに対する重要度の割り当て
Tweetの “重要度”を算出するには，経路の重要度

の他に，ネットワークを監視し，最新の Tweetを常時
取得する必要がある．この時，TwitterAPIの制限によ
り，ネットワーク全てを監視し続けることはできない．
この際，より多くの経路に属しているアカウントに大
きな重みを与えるような，重み付きランダム戦略をと
り，ネットワーク上の Tweetを発見する．
監視を行っているネットワーク上にReTweetが発見

できた際，ReTweetの軌跡を追跡し，重要な経路と一

図 2: 実行例

致した場合，その時点での “重要度” を計算する．ま
た，Tweetは “Tweetダンプ”にプールされ．バックグ
ラウンドで “重要度”の更新を行う．なお，ダンプに保
存する期間は，ユーザが設定画面より変更可能である．

2.5 重要度を用いた Tweetクライアント
“経路の重要度”を用いて，ユーザに Tweetを提示

する．図 2は本Twitterクライアントの実行図である．
左側には，発見した経路がその経路の名前と重要度と
共に表示されている．中央には，この経路によって発
見された “重要なTweet”が表示される．右側には，通
常のHome Timelineが表示される．，また，“重要度の
閾値”と，Tweetダンプに保存しておく期間を左側上
部 “編集”より設定可能である．この “重要度の閾値”

とは，作業中のユーザのデスクトップ画面に push通
知によって提示する機能に対する閾値である．

3 おわりに
本研究では，重要な Tweet を作業中のユーザに提

示するというために，コンテキストにより重要度は変
化する点に着目し，さらに，コンテキストを考慮した
Twitterクライアントを試作した．また，本クライア
ントにより，Twitterにおいて重要な情報を自動的に
取捨選択してユーザに提示することを可能とした．
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